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は
じ
め
に

中
東
は
今
も
戦
乱
の
中
に
あ
り
ま
す
。

ガ
ザ
地
区
で
は
、
２
０
２
３
年
10
月
７
日
に
パ
レ
ス
チ
ナ
人
組
織
「
ハ
マ
ス
」
の
武
装
集
団
が
、
地
区
を

囲
む
壁
を
壊
し
て
周
囲
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
町
を
襲
撃
し
、
約
１
２
０
０
人
を
殺
害
し
、
約
２
５
０
人
を
拉ら

致ち

し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
す
か
さ
ず
ハ
マ
ス
殲せ

ん

滅め
つ

の
た
め
に
ガ
ザ
攻
撃
を
始
め
ま
し
た
が
、
ハ
マ
ス
戦

闘
員
は
住
民
の
中
に
紛ま

ぎ

れ
て
い
る
た
め
、
ガ
ザ
住
民
ご
と
町
を
破
壊
す
る
殺さ

つ

戮り
く

を
行
な
い
、
本
稿
執
筆
の
２

０
２
５
年
３
月
時
点
で
、
人
口
お
よ
そ
２
０
０
万
人
の
ガ
ザ
市
民
の
う
ち
４
万
８
０
０
０
人
と
い
う
死
者
を

出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ガ
ザ
紛
争
を
き
っ
か
け
に
、
レ
バ
ノ
ン
の
民
兵
組
織
「
ヒ
ズ
ボ
ラ
」
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
攻
撃
。

双
方
の
攻
防
は
や
が
て
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
レ
バ
ノ
ン
へ
の
大
規
模
な
空
爆
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
４
０
０
０

人
以
上
が
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。

ヒ
ズ
ボ
ラ
は
同
じ
宗
派
の
イ
ラ
ン
の
事
実
上
の
指
揮
下
に
あ
る
の
で
、
ヒ
ズ
ボ
ラ
を
背
後
で
操
る
イ
ラ
ン

と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
緊
張
も
高
ま
り
ま
す
。
シ
リ
ア
を
活
動
拠
点
に
ヒ
ズ
ボ
ラ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
武
装
組
織
を
指

揮
す
る
イ
ラ
ン
の
秘
密
工
作
機
関
「
コ
ッ
ズ
部
隊
」
将
校
を
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
殺
害
し
て
い
き
ま
す
が
、
２
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０
２
４
年
４
月
に
は
彼
ら
が
会
合
し
て
い
た
在
シ
リ
ア
・
イ
ラ
ン
大
使
館
付
随
施
設
を
空
爆
し
た
こ
と
で
、

イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
初
め
て
直
接
、
互
い
に
ミ
サ
イ
ル
で
攻
撃
し
合
う
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

同
年
９
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
ヒ
ズ
ボ
ラ
最
高
指
導
者
を
殺
害
し
た
こ
と
で
、
双
方
は
２
回
目
の
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
の
応お

う

酬し
ゅ
うに

至
っ
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ン
は
か
ね
て
核
兵
器
開
発
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
米
国
の
反
発
を
警
戒
し
、
兵

器
化
の
一
歩
手
前
に
留と

ど

め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
緊
張
激
化
で
、
イ
ラ
ン
が
い

よ
い
よ
兵
器
化
に
踏
み
出
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
は
、
ハ
マ
ス
や
ヒ
ズ
ボ
ラ

を
叩
い
た
勢
い
で
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
で
あ
る
イ
ラ
ン
の
核
開
発
施
設
を
「
さ
っ
さ
と
攻
撃

し
て
し
ま
え
」
と
の
声
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
を
攻
撃
し
て
い
る
勢
力
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
イ
エ
メ
ン
の
「
フ
ー
シ
派
」
と
い
う
新
興
勢

力
は
イ
ラ
ン
の
コ
ッ
ズ
部
隊
か
ら
軍
事
支
援
・
指
導
を
受
け
て
お
り
、
お
そ
ら
く
コ
ッ
ズ
部
隊
の
指
示
で
イ

ス
ラ
エ
ル
を
ミ
サ
イ
ル
や
ド
ロ
ー
ン
で
攻
撃
し
て
い
ま
す
。
フ
ー
シ
派
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
関
連
船
舶
を
攻
撃

す
る
」
と
し
て
紅
海
の
海か

い

峡き
ょ
うを

通
過
す
る
船
舶
へ
の
攻
撃
を
始
め
ま
し
た
が
、
や
が
て
西
側
の
船
舶
に
標
的

を
拡
大
。
欧
州
か
ら
ア
ジ
ア
へ
向
か
う
船
舶
が
紅
海
を
通
れ
な
く
な
り
、
南
ア
フ
リ
カ
ま
わ
り
と
な
っ
て
物

資
の
輸
送
費
が
高こ

う

騰と
う

す
る
な
ど
、
日
本
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

シ
リ
ア
で
も
２
０
２
４
年
12
月
に
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
父
子
２
代
で
54
年
間
に
も
わ
た
る
恐

怖
支
配
の
独
裁
体
制
を
敷
い
て
き
た
「
ア
サ
ド
政
権
」
が
、
反
体
制
派
「
シ
ャ
ー
ム
解
放
機
構
」（
Ｈ
Ｔ
Ｓ
）
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を
中
心
と
す
る
ゲ
リ
ラ
部
隊
の
蜂
起
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
た
の
で
す
。
同
国
で
は
２
０
１
１
年
の
〝
ア
ラ
ブ

の
春
〞
で
民
主
化
運
動
が
発
生
し
、
そ
れ
を
独
裁
政
権
が
武
力
で
弾
圧
し
た
こ
と
で
激
し
い
紛
争
と
な
り
、

60
万
人
以
上
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
21
世
紀
最
悪
の
大
虐ぎ

ゃ
く

殺さ
つ

が
起
き
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
最
悪
の
独

裁
政
権
が
よ
う
や
く
崩
壊
し
ま
し
た
。
殺
戮
が
続
く
中
東
で
の
唯
一
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
え
ま
す
。

も
っ
と
も
、
中
東
の
戦
乱
は
現
在
だ
け
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
東
の
歴
史
で
は
、
地
域
全
体
が
平
和

だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
２
次
世
界
大
戦
後
を
振
り
返
る
だ
け
で
も
、
中
東
は
ま
る
で
現
代
の
戦
国

史
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
紛
争
が
生
ま
れ
る
要
素
は
、
大
き
く
分
け
る
と
４
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
め
は
、
宗
教
で
す
。
中
東
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
社
会
が
あ
り
ま
す
が
、
宗
派
集
団
同
士
に
よ
る
抗

争
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
レ
バ
ノ
ン
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
マ
ロ
ン
派
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
ス

ン
ニ
派
、
シ
ー
ア
派
、
ド
ル
ー
ズ
派
な
ど
が
争
っ
て
長
く
内
戦
化
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

宗
教
系
抗
争
の
起
爆
剤
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ニ
派
の
過
激
派
の
系
譜
で
す
。
中
東

で
は
ス
ン
ニ
派
が
多
数
派
で
す
が
、
彼
ら
の
中
か
ら
戦
闘
的
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
も
誕
生
し
て
き
ま
し
た
。

「
モ
ス
レ
ム
同
胞
団
」「
ジ
ハ
ー
ド
団
」「
ア
ル
カ
イ
ダ
」「
イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）」
な
ど
で
す
。
多
く
の
場
合
、

こ
う
し
た
過
激
派
は
突
然
出
現
す
る
の
で
は
な
く
、
人
脈
が
連
綿
と
繫
が
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
め
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
で
す
。
も
と
も
と
ア
ラ
ブ
人
が
住
ん
で
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
に
、
第
２
次

世
界
大
戦
後
に
イ
ス
ラ
エ
ル
が
建
国
さ
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
追
い
出
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ア
ラ
ブ

人
社
会
と
敵
対
し
、
幾
度
も
〝
中
東
戦
争
〞
が
起
き
ま
し
た
。
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ま
た
、
追
い
出
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
側
は
抵
抗
闘
争
を
始
め
、
か
つ
て
は
Ｐ
Ｌ
Ｏ
（
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放

機
構
）
ら
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ゲ
リ
ラ
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
闘
争
な
ど
激
し
い
戦
い
を
挑
ん
で
き
ま
し
た
。
な
ん

と
か
互
い
に
妥
協
し
て
共
存
で
き
な
い
か
と
調
停
の
試
み
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
失
敗
し
て
い
ま
す
。

今
で
も
イ
ス
ラ
エ
ル
は
占
領
地
で
パ
レ
ス
チ
ナ
住
民
を
弾
圧
し
続
け
て
い
ま
す
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
で
は
ハ

マ
ス
な
ど
が
前
述
し
た
奇
襲
テ
ロ
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
め
は
、
独
裁
者
た
ち
の
蛮
行
で
す
。
中
東
の
多
く
の
国
は
、
今
で
も
非
民
主
的
な
独
裁
国
で
す
。
そ

ん
な
独
裁
政
権
の
中
に
、
他
国
に
脅き

ょ
う

威い

を
与
え
て
き
た
国
々
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
イ
ラ
ク
の
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
は
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
を
仕
掛
け
た
り
、
ク
ウ
ェ
ー
ト

侵
攻
か
ら
湾
岸
危
機
・
湾
岸
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
フ
セ
イ
ン
政
権
に
加
え
て
、

シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
や
リ
ビ
ア
の
カ
ダ
フ
ィ
政
権
な
ど
は
、
権
謀
の
一
環
と
し
て
外
国
の
テ
ロ
組
織
を
支

援
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
多
く
の
独
裁
政
権
は
、
自
由
を
求
め
る
自
国
民
を
過
酷
に
弾
圧
し
て
き
ま
し
た
。
叛は

ん

乱ら
ん

が
起
き
た

イ
ラ
ク
、
リ
ビ
ア
、
シ
リ
ア
な
ど
で
は
、
独
裁
政
権
が
自
国
民
を
大
規
模
に
殺
戮
し
ま
し
た
。
あ
る
い
は
イ

エ
メ
ン
は
か
つ
て
冷
戦
時
代
に
南
北
に
分
裂
し
た
国
で
し
た
が
、
冷
戦
終
結
後
は
権
力
層
の
争
い
で
内
戦
化

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
〝
権
力
者
〞
た
ち
が
紛
争
の
主
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
つ
め
は
、
イ
ラ
ン
の
対
外
工
作
で
す
。
１
９
７
９
年
に
イ
ス
ラ
ム
政
権
に
な
っ
た
イ
ラ
ン
は
〝
革
命
の

輸
出
〞
を
掲か

か

げ
て
、
国
外
に
自
分
た
ち
の
勢
力
圏
を
広
げ
る
対
外
工
作
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
実
際
、
現
在
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に
至
る
も
中
東
の
さ
ま
ざ
ま
な
抗
争
の
裏
で
、
イ
ラ
ン
工
作
機
関
「
コ
ッ
ズ
部
隊
」
が
暗
躍
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
自
分
た
ち
の
謀
略
を
イ
ス
ラ
ム
革
命
の
大
義
と
し
て
お
り
、
謀
略
の
熱
情
は
一
向
に
衰
え
を
見
せ
ま

せ
ん
。

２
０
２
０
年
代
半
ば
の
現
在
、
ア
ル
カ
イ
ダ
と
Ｉ
Ｓ
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ニ
派
の
過
激

派
は
、
活
動
退
潮
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
独
裁
者
も
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
が
イ
ラ
ク
戦
争
で
、
カ
ダ
フ
ィ
が

〝
ア
ラ
ブ
の
春
〞
の
内
戦
で
、
ア
サ
ド
が
反
体
制
派
の
革
命
で
打
倒
さ
れ
て
お
り
、
今
は
大
規
模
紛
争
の
主
役

と
い
う
ほ
ど
の
存
在
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
中
東
の
紛
争
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
存
在
感
が
突
出
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
現
在
の
〝
紛

争
の
構
図
〞
と
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ー
マ
ン
、
す
な
わ

ち
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
た
ち
が
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
中
東
の
紛
争
史
は
、
人
間
た
ち
の
思

惑
が
ぶ
つ
か
り
合
う
ド
ラ
マ
の
連
続
で
も
あ
る
の
で
す
。
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イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
の
起
源
・
モ
ス
レ
ム
同
胞
団　
108

第
１
次
中
東
戦
争
が
生
ん
だ
元
祖
「
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
テ
ロ
」　
111

第
４
次
中
東
戦
争
後
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
が
伸
長　
114

イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
世
界
に
拡
散　
119

第第

2
部部

現
代
に
つ
な
が
る

に
つ
な
が
る

20
世
紀
中
東
戦
国
史
　

105

106

イ
ス
ラ
ム
・
テ
ロ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
代
史
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イ
ギ
リ
ス
統
治
下
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
自
警
団
＝
武
装
組
織　
122

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
と
パ
レ
ス
チ
ナ
弾
圧　
126

20
世
紀
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち　
129

21
世
紀
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
た
ち　
136

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
と

中
東
紛
争
の
本
丸
・
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
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パ
レ
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ナ
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ゲ
リ
ラ
た
ち
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戦
い
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イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
前
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
・
ア
ラ
ブ
人
の
衝
突　
140

パ
レ
ス
チ
ナ
闘
争
の
中
心
人
物
ア
ラ
フ
ァ
ト　
142

Ｋ
Ｇ
Ｂ
や
各
国
の
極
左
の
支
援
を
受
け
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
極
左
テ
ロ　
145

Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
穏
健
路
線
に
転
換
し
、
過
激
派
組
織
は
ア
ラ
ブ
諸
国
の
支
援
で
活
動
を
続
け
る　
148

反
イ
ス
ラ
エ
ル
闘
争
の
主
役
は
Ｐ
Ｌ
Ｏ
か
ら
ハ
マ
ス
へ　
151

イ
ラ
ン
革
命
政
権
が
「
革
命
の
輸
出
」
を
唱
え
る　
155

最
高
指
導
者
ホ
メ
イ
ニ
の
門
下
生
が
中
東
各
国
で
工
作
活
動
へ　
157

「
殉
教
の
論
理
」
で
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
テ
ロ
は
新
た
な
時
代
へ　
162

１
９
９
０
年
前
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
イ
ラ
ン
の
過
激
派
テ
ロ　
165

湾
岸
戦
争
後
、
イ
ラ
ン
の
テ
ロ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
中
東
全
域
に
拡
大　
168

「
テ
ロ
の
黒
幕
」
コ
ッ
ズ
部
隊
と
「
下
請
け
機
関
」
ヒ
ズ
ボ
ラ　
173

ス
ン
ニ
派
と
米
国
の
微
妙
な
関
係　
184

第第

3
部部

蠢
く
地
下
テ
ロ
水
脈
　

183

イ
ラ
ン
革
命
と
ホ
メ
イ
ニ
の
暗
殺
部
隊
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湾
岸
戦
争
後
、
イ
ラ
ン
の
テ
ロ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
中
東
全
域
に
拡
大　
168

「
テ
ロ
の
黒
幕
」
コ
ッ
ズ
部
隊
と
「
下
請
け
機
関
」
ヒ
ズ
ボ
ラ　
173

ス
ン
ニ
派
と
米
国
の
微
妙
な
関
係　
184
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部部

蠢
く
地
下
テ
ロ
水
脈
　

183

ア
ル
カ
イ
ダ
と
つ
な
が
る

反
米
イ
ス
ラ
ム
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脈
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ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
と
戦
う
ジ
ハ
ー
ド
戦
士
た
ち　
186

行
き
場
を
失
っ
た
義
勇
兵
を
ス
ー
ダ
ン
で
組
織
し
た
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン　
191
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フ
ガ
ニ
ス
タ
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に
拠
点
を
獲
得
し
、
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戦
に
乗
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出
す
ア
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カ
イ
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196

対
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テ
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首
謀
者
ハ
リ
ド
・
シ
ェ
イ
ク
・
ム
ハ
マ
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「
世
界
の
中
心
で
ジ
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ド
を
叫
ぶ
」
壮
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テ
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画　
206
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・
11
後
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鎖
さ
れ
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か
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力
「
イ
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ク
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ア
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カ
イ
ダ
」
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「
イ
ス
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国
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に　
235
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後
に
存
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感
を
増
し
た
イ
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ラ
ム
国　
239
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内
戦
で
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を
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し
、
イ
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を
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て
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を
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243
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の
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で
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ス
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イ
ス
ラ
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ル
の
〝
死
闘
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層

の
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層
　

コ
ッ
ズ
部
隊
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令
官
・
ソ
レ
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ニ
の
暗
躍　
253
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ッ
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部
隊
の
工
作
は
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輸
出
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ハ
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襲
の
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撃　
260
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266
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「
米
国
が
ガ
ザ
地
区
を
所
有
す
る
」

２
０
２
５
年
２
月
４
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
会
談

し
た
後
の
記
者
会
見
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
口
か
ら
驚
く
べ
き
言
葉
が
飛
び
出
し
た
。

「
米
国
が
引
き
取
っ
て
、
破
壊
さ
れ
た
街
で
不
発
弾
処
理
を
し
て
更
地
に
す
る
。
そ
し
て
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て

開
発
す
る
」

「
住
民
は
他
の
ア
ラ
ブ
の
国
々
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
費
用
は
中
東
の
裕
福
な
国
々
が
負
担
す
べ
き

ト

ラ

ン

プ

大
統
領
が

搔
き

ま

わ

す

中
東

ト

ラ

ン

プ

大
統
領
が

搔
き

ま

わ

す

中
東

序
　
章
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だ
。
そ
の
ほ
う
が
ガ
ザ
の
人
々
も
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
」

「
た
だ
し
、
彼
ら
は
戻
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
戻
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
悲
惨
な
状
態
が
数
百
年
も
続
く
だ

ろ
う
」

ガ
ザ
に
は
現
在
、
１
８
０
万
人
以
上
が
暮
ら
し
て
い
る
が
、
彼
ら
を
全
員
追
い
出
す
と
い
う
の
だ
。
こ
れ

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
全
体
を
〝
ユ
ダ
ヤ
人
が
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
土
地
〞
だ
と
主
張
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教

右
派
の
政
治
家
が
よ
く
言
う
こ
と
だ
が
、
ガ
ザ
住
民
は
怒
り
心
頭
で
あ
り
、
し
か
も
周
辺
国
は
ど
こ
も
受
け

入
れ
る
は
ず
が
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
と
し
て
は
最
高
の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
付
い
た
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
ん

な
思
い
付
き
で
振
り
回
さ
れ
る
側
は
た
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

中
東
の
問
題
に
か
ぎ
ら
ず
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
買
う
と
言
っ
た
り
、
パ
ナ
マ
運
河
を
奪
還
す
る
と
言
っ

た
り
、
24
時
間
で
ロ
シ
ア
＝
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
停
戦
さ
せ
て
み
せ
る
と
言
っ
た
り
と
、
思
い
付
き
で
突
飛

な
こ
と
を
次
か
ら
次
へ
と
言
い
出
す
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
登
場
で
、
世
界
は
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
ま
く
っ
て
い
る
。

で
は
、
実
際
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
中
東
で
ど
ん
な
政
策
を
実
行
し
て
い
く
の
か
。

た
と
え
ば
、
２
０
１
７
年
１
月
か
ら
４
年
間
の
第
１
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
中
東
政
策
は
、
き
わ
め
て
特
殊

な
も
の
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
は
自
分
の
や
っ
た
こ
と
は
す
べ
て
最
高
の
デ
ィ
ー
ル
（
取
り
引
き
）
だ
と
考
え
る

タ
イ
プ
の
人
物
な
の
で
、
第
２
期
政
権
で
も
基
本
的
に
は
前
回
の
路
線
を
踏
襲
す
る
可
能
性
が
き
わ
め
て

高
い
。
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第
１
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
中
東
政
策

イ
ス
ラ
エ
ル
＝
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
し
て
は
、
一
貫
し
て
徹
底
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持
で
あ
る
。
第
１

期
政
権
時
に
は
、
そ
の
地
位
を
め
ぐ
っ
て
両
陣
営
が
対
立
し
て
い
る
エ
ル
サ
レ
ム
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
と

認
め
、
米
国
大
使
館
を
テ
ル
ア
ビ
ブ
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
に
移
転
し
た
。
ま
た
、
国
際
的
に
は
シ
リ
ア
の
主
権

が
認
め
ら
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
占
領
下
の
ゴ
ラ
ン
高
原
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
領
と
認
め
た
。

さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
求
め
て
い
た
湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
接
近
を
後
押
し
し
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
と
の
国
交
正
常
化
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
を
仲
介
し
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
は
そ
の
後
、
バ
ー
レ
ー

ン
、
ス
ー
ダ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
と
の
国
交
正
常
化
に
拡
大
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
の
交
渉
も
進
め
た
。

第
１
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
の
娘
婿
の
ジ
ャ
レ
ッ
ド
・
ク
シ
ュ
ナ
ー
を
上
級
顧
問
に
迎
え
、

中
東
政
策
を
主
導
さ
せ
た
。
ク
シ
ュ
ナ
ー
は
父
親
が
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
の
後
援
者
で
も
あ
っ
た
実
業
家
で
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
と
特
別
な
関
係
を
築
い
た
。

そ
れ
に
、
も
と
も
と
ト
ラ
ン
プ
は
米
国
社
会
で
強
い
影
響
力
を
持
つ
右
派
勢
力
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
の
福
音
派
が
支
持
基
盤
だ
っ
た
。
福
音
派
は
在
米
ユ
ダ
ヤ
人
以
上
に
親
イ
ス
ラ
エ
ル
で
あ
り
、

ト
ラ
ン
プ
自
身
も
当
然
、
元
来
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
寄
り
の
姿
勢
だ
っ
た
。

白
人
至
上
主
義
者
も
多
い
米
国
の
政
治
的
極
右
勢
力
と
親
和
性
の
高
い
ト
ラ
ン
プ
は
、
も
と
も
と
有
色
人

種
系
の
移
民
に
強
い
反
発
を
示
し
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
移
民
に
も
厳
し
い
立
場
だ
っ
た
。
と
く
に
イ
ス

ラ
ム
主
義
に
は
激
し
い
敵
意
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
根
絶
に
は
こ
だ
わ
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っ
た
。
第
１
期
政
権
で
は
、
中
東
に
は
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
っ
た
が
、
Ｉ
Ｓ
殲
滅
は
常
に
最
優
先

し
た
。

反
イ
ス
ラ
ム
の
延
長
で
、
Ｉ
Ｓ
に
続
い
て
ト
ラ
ン
プ
が
絶
対
的
に
敵
視
し
た
の
が
、
イ
ラ
ン
で
あ
る
。
ト

ラ
ン
プ
は
オ
バ
マ
前
政
権
の
政
策
を
全
否
定
す
る
延
長
で
、
オ
バ
マ
が
Ｅ
Ｕ
や
国
連
と
と
も
に
イ
ラ
ン
と
結

ん
で
い
た
包
括
的
共
同
作
業
計
画
（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
を
破
棄
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ラ
ン
が
核
計
画
を
抑
制
す
る

こ
と
と
引
き
換
え
に
、
同
国
へ
の
経
済
制
裁
を
解
除
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
核
合
意
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の

だ
が
、
こ
れ
を
破
棄
し
て
経
済
制
裁
を
再
開
し
た
。

オ
バ
マ
前
政
権
の
否
定
と
い
う
こ
と
で
は
、
シ
リ
ア
へ
の
空
爆
も
行
な
っ
た
。
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
を

め
ぐ
っ
て
は
、
オ
バ
マ
前
大
統
領
は
「
ア
サ
ド
政
権
が
化
学
兵
器
を
使
用
し
た
ら
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
だ
」
と
公

言
し
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
サ
リ
ン
が
使
わ
れ
て
も
軍
事
介
入
を
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し
た
。
ト
ラ
ン
プ
は
オ
バ
マ
批
判

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
ア
サ
ド
軍
が
化
学
兵
器
を
使
っ
た
際
に
、
米
海
軍
に
関
連
基
地
・
施
設
へ
の
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
を
命
じ
た
。

も
っ
と
も
、
ト
ラ
ン
プ
は
シ
リ
ア
の
民
主
化
な
ど
に
興
味
は
な
く
、
そ
れ
以
上
の
介
入
は
し
な
か
っ
た
。

米
国
フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
か
ら
す
れ
ば
、
カ
ネ
の
余
計
な
持
ち
出
し
に
な
る
外
国
へ
の
軍
事
介

入
は
、
米
国
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
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とする次世代の人間に向けて提供し続けます。
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ジ セ ダ イ 総 研
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